
 

 

八丈方言のミンナのミの母音と音韻生存 
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1. はじめに 
筆者は高山（2010）で上代特殊仮名遣甲類乙類の区別をニアマージャーとして報告した

が，理屈が説明できなかった。その後，博士論文「高知市方言の一拍挿入低起式化形」（高

山（2018）として刊行）で，形容詞・形容動詞・オノマトペなどの強調されやすい品詞・

語種において，古い世代の音韻を，若い世代が強調形として伝承することがある現象，「音

韻生存」を提唱し，形容詞の強調形に見られる挿入拍と遅上がりイントネーションの組合

せ（アッ[カ]イ，アカ[ー]イ）は院政期の遅上がり低起式の音韻生存なのではないかと論じ

た。「ミンナ」の「ン」や数詞の挿入拍の一部もその際に生じたと説明している。音韻生存

の代表例として，千年以上生存している「ピカピカひかる」の「ピ」を挙げたが，八丈島

中之郷・樫立ではオノマトペだけでなく動詞でも「かみなりがピカッてピカッて！」のよ

うに強調形なら「ピ」が生存しており，接頭辞の脱落を説く通説には疑問が残る。 

2. 母音多角形の描画 
2018 年 4 月 29 日から 5 月 6 日まで八丈島を訪れ 20 名調査した（表 1）。主たる調査

内容は音響・統計分析による母音多角形の描画で，例文は「ちーとはきとーか？みんなき

たら！」（反論する強調の文脈；/I+/），「これいあにーてよもか？ミンナだら。」（漢字「皆」

を読むだけの文脈；/I-/），「ミンだら」（中国の古代王朝の明；/i/），「メンだら」（麺；/e/），

「マンだら」（万；/a/），「モンだら」（門；/o/），「ムンだら」（現韓国大統領の文；/u/）を用

いた。例文の実際の言い回しは各話者に適切なものを教えていただき用いている。簡単に

述べると，「か」は省略可能である。「きとーか」は地区により「きたーか，きとあか」な

どとなる。「きたら」は「きたらよー，きとーじゃん，おじゃらら」などとなる。「あにー

て」は地区により「あんて」となる。「だら」は「だらよー」などとなる。なお，音響分析

に支障が出るような言い回しの変更は，たとえ方言としては正しくても採用しなかった。 

「ミンナ」の「ミ」は，坂上末吉 1 名，坂下三根（家系は小島）1 名では/I+, I-/共に中舌

母音[ɨ]で，/I-/より/I+/の方が更に中舌に寄っていた（これは音韻生存した強調形としての性

質と考えている）。小島鳥打 1 名では/I+/が中舌母音で/I-, i/は前舌母音[i]だった。坂上樫立 3 

名，坂上中之郷 1 名，坂下大賀郷 1 名では/I+/がゆるみ母音[ɪ]で/i/は前舌母音[i]だった。坂

下三根 3 名，青ヶ島 1 名では/I+, e/は半狭母音[e]で/I-, i/は狭母音[i]だった（以上，図 1）。残

りの 8 名では同様の現象は見られなかった。聴覚印象で区別を感じたが母音に差が出ない

ケースもあり，子音の違いと見られるが，母音に重点のある本研究では扱わない。従って

筆者はミ乙類母音が坂下三根・青ヶ島を除く八丈方言において音韻生存していると主張す

る。ただし小島宇津木は未調査で，もし今後機会があれば調査したい。 
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図 1．各話者のミ乙類母音の音価（⑨のみ全計測点を単純に平均した場合の表示） 
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 音響分析には praat とエクセル統計（表 2）を用いた。なお耳で聞いて差を感じない話者

は分析自体実施していない。差を感じた場合に分析し，母音に差が出た場合を上に掲げる。 

 

表 1．2018 年ゴールデンウィーク八丈島調査話者一覧 
番 調査 姓名 y/m/d 生れ 齢 地域 地区 外住等 /I/ 図 1 形
01 4/29 匿名女性 1960/7/16 57 坂下 三根 東京 =/i/  NR
02 4/29 匿名女性 1932/12/14 85 坂下 三根 東京 /I+, e/ ⑨ NR
03 4/29 浅沼省史 1941/5/26 76 坂下 三根  =/i/  NR
04 4/30 匿名男性 1955/2/15 63 坂下 三根  =/i/  有
05 4/30 匿名女性 1953/3/6 65 坂下 三根  /I+, e/ ⑩ 有
06 4/30 奥山みや 1929/12/30 88 青ヶ島  東京 /I+, e/ ⑫ 有
07 5/01 匿名男性 1938/4/17 80 坂上 樫立 東京 /I+/[ɪ] ⑥ 有
08 5/01 米良真幸 1950/7/10 67 坂上 中之郷  =/i/  有
09 5/01 米良明子 1950/8/31 67 坂上 樫立  =/i/  有
10 5/02 匿名女性 1936/5/4 81 坂下 大賀郷 末吉 =/i/  有
11 5/02 浅沼道一 1942/7/31 75 坂上 末吉  /I/[ɨ] ① 有
12 5/02 福田栄子 1939/4/19 79 坂上 中之郷  =/i/  有
13 5/02 匿名女性 1936/7/7 81 坂上 樫立 東京 /I+/[ɪ] ⑤ 有
14 5/04 持丸のり子 1947/8/1 70 坂下 三根  =/i/  NR
15 5/04 田代清 1938/3/11 80 坂下 三根  /I+, e/ ⑪ 有
16 5/04 篠崎美子 1945/3/28 73 坂上 樫立  /I+/[ɪ] ④ NR
17 5/04 浅沼康子 1961/8/7 56 小島 鳥打 三根 /I+/[ɨ] ③ 有
18 5/05 菊池政代 1934/3/15 84 坂上 中之郷  /I/[ɪ] ⑦ 有
19 5/05 匿名女性 1948/-/- 69 坂下 大賀郷 東京 /I+/[ɪ] ⑧ 有
20 5/06 持丸ミチエ 1927/10/27 90 坂下 三根 小島 /I/[ɨ] ② 有

 

表 2．図 1 の①②③の統計（母音区間の各計測点の平均値をトークンとした t 検定） 
① 変 数 n 平 均 不偏分散 標準偏差 標準誤差
 o F1 20 450.735 2172.019 46.605 10.421
 u F1 20 383.711 1178.706 34.332 7.677
 a F1 20 629.272 257.483 16.046 3.588
 e F1 20 466.133 927.351 30.452 6.809 統計量:t 自由度 P 値 
 i F1 20 336.457 166.804 12.915 2.888 t 検定 12.0850 40 P < 0.001
 I- F1 22 295.229 81.322 9.018 1.923 Welch の方法 11.8834 33.6022 P < 0.001
 I- F1 22 295.229 81.322 9.018 1.923 t 検定 3.2317 65 P=0.0019
 I+ F1 45 312.949 617.478 24.849 3.704 Welch の方法 4.2459 61.5417 P < 0.001
 変 数 n 平 均 不偏分散 標準偏差 標準誤差
 o F2 20 880.840 6028.883 77.646 17.362
 u F2 20 1056.745 16705.169 129.248 28.901
 a F2 20 1210.271 1481.486 38.490 8.607
 e F2 20 1422.775 8556.639 92.502 20.684 統計量:t 自由度 P 値 
 i F2 20 2500.915 9860.759 99.301 22.204 t 検定 7.7503 40 P < 0.001
 I- F2 22 2236.636 14280.689 119.502 25.478 Welch の方法 7.8199 39.7011 P < 0.001
 I- F2 22 2236.636 14280.689 119.502 25.478 t 検定 6.9613 65 P < 0.001
 I+ F2 45 2049.081 9029.460 95.023 14.165 Welch の方法 6.4339 34.4198 P < 0.001
② 変 数 n 平 均 不偏分散 標準偏差 標準誤差     
 o F1 21 496.715 6892.077 83.019 18.116     
 u F1 22 474.371 3042.801 55.162 11.760     
 a F1 22 698.812 12526.335 111.921 23.862     
 e F1 40 636.831 2985.492 54.640 8.639  統計量:t 自由度 P 値 
 i F1 37 523.853 4054.552 63.675 10.468 t 検定 8.2326 64 P < 0.001
 I- F1 29 411.812 1669.740 40.862 7.588 Welch の方法 8.6659 61.8246 P < 0.001
 I- F1 29 411.812 1669.740 40.862 7.588 t 検定 2.3086 67 P=0.0241
 I+ F1 40 392.408 841.436 29.008 4.586 Welch の方法 2.1884 47.6324 P=0.0336
 変 数 n 平 均 不偏分散 標準偏差 標準誤差     
 o F2 21 1061.541 5022.844 70.872 15.466     
 u F2 22 1129.954 2447.173 49.469 10.547     
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 a F2 22 1191.376 20695.154 143.858 30.671     
 e F2 40 2103.244 1548.285 39.348 6.222  統計量:t 自由度 P 値 
 i F2 37 2352.546 7241.718 85.098 13.990 t 検定 4.5532 64 P < 0.001
 I- F2 29 2225.816 19476.491 139.558 25.915 Welch の方法 4.3032 43.8043 P < 0.001
 I- F2 29 2225.816 19476.491 139.558 25.915 t 検定 2.8945 67 P=0.0051
 I+ F2 40 2143.233 9526.697 97.605 15.433 Welch の方法 2.7379 47.1254 P=0.0087
③ 変 数 n 平 均 不偏分散 標準偏差 標準誤差     
 o F1 20 728.636 4937.401 70.267 15.712     
 u F1 20 491.215 518.250 22.765 5.090     
 a F1 22 892.548 1351.507 36.763 7.838     
 e F1 20 618.170 959.162 30.970 6.925  統計量:t 自由度 P 値 
 i F1 20 415.202 370.019 19.236 4.301 t 検定 3.1135 40 P=0.0034
 I- F1 22 440.753 1009.080 31.766 6.773 Welch の方法 3.1847 35.0541 P=0.0030
 I- F1 22 440.753 1009.080 31.766 6.773 t 検定 0.3557 82 P=0.7230
 I+ F1 62 443.120 618.861 24.877 3.159 Welch の方法 0.3167 30.6351 P=0.7537
 変 数 n 平 均 不偏分散 標準偏差 標準誤差     
 o F2 20 1065.609 2679.846 51.767 11.576     
 u F2 20 1715.228 5778.046 76.013 16.997     
 a F2 22 1619.604 5658.934 75.226 16.038     
 e F2 20 2213.276 859.099 29.310 6.554  統計量:t 自由度 P 値 
 i F2 20 2647.680 3430.003 58.566 13.096 t 検定 0.1993 40 P=0.8431
 I- F2 22 2644.062 3478.148 58.976 12.574 Welch の方法 0.1993 39.6731 P=0.8430
 I- F2 22 2644.062 3478.148 58.976 12.574 t 検定 9.6646 82 P < 0.001
 I+ F2 62 2326.356 22391.382 149.638 19.004 Welch の方法 13.9424 81.0049 P < 0.001

3. 3 拍形容詞の一拍挿入形 
主たる調査の他に，3 拍形容詞の一拍挿入形と間投音の調査を実施した。3 拍形容詞の一

拍挿入形について，しっかりと調査できたと考えられる話者（表 1 の「形」が「NR」でな

く「有」の話者）に限り，調査結果を表 3 に記す。形容詞の通常形は例えば「あつきゃの

ー」，強調形は「あつーきゃのー」（話者により「あっつきゃのー」も）の形で調査した。「き

ゃ」で言い切るより「のー」を付けた方が単独で言いやすかったからである。「きゃ」は地

区により「きゃー」と伸びる発音も可能である。「暑い」は「ほとうろわ」，「熱い」は「し

ゃしゃきゃ」，「痛い」は「やめろわ」，「旨い」は「んんまきゃ」，「えぐい」は「いごきゃ」，

「痒い」は「けーがろわ」，「臭い」は「かまろわ」，「怖い」は「おっかなきゃ」，「寒い」

は「こげいろわ」，「ぬくい」は「ぬくときゃ」，「眠い」は「ねぶろわ」，「低い」は「みじ

ゃきゃ」，「ぼろい」は「ぼろだら」，「不味い」は「わるきゃ」が方言形であるが（いずれ

も三根の形で記述），強調形の調査に本来の方言かどうかはさほど重要ではない。 

 

表 3．話者 15 名の 3 拍形容詞の通常形と挿入形の許容度数 

意味 通常形 n 促音（っ） n 撥音（ん） n 長音（ー） n 長音（ー） n

A01 青い あおきゃ 15 あっおきゃ 0 あんおきゃ 0 あーおきゃ 1 あおーきゃ 12

A02 赤い あかきゃ 15 あっかきゃ 2 あんかきゃ 0 あーかきゃ 0 あかーきゃ 14

A03 厚い あつきゃ 14 あっつきゃ 3 あんつきゃ 0 あーつきゃ 0 あつーきゃ 13

A04 暑･熱い あつきゃ 14 あっつきゃ 2 あんつきゃ 0 あーつきゃ 0 あつーきゃ 11

A05 甘い あまきゃ 15 あっまきゃ 0 あんまきゃ 1 あーまきゃ 1 あまーきゃ 14

A06 痛い いたきゃ 11 いったきゃ 2 いんたきゃ 0 いーたきゃ 0 いたーきゃ 9

A07 薄い うすきゃ 15 うっすきゃ 3 うんすきゃ 0 うーすきゃ 0 うすーきゃ 13

A08 旨い んまきゃ 7 んっまきゃ 0 んんまきゃ 15 んーまきゃ 0 んまーきゃ 10

A09 酷い えぐきゃ 9 えっぐきゃ 1 えんぐきゃ 0 えーぐきゃ 0 えぐーきゃ 6

A10 惜しい おしきゃ 15 おっしきゃ 0 おんしきゃ 0 おーしきゃ 0 おしーきゃ 3

A11 遅い おそきゃ 15 おっそきゃ 3 おんそきゃ 0 おーそきゃ 0 おそーきゃ 13

A12 重い おもきゃ 15 おっもきゃ 0 おんもきゃ 1 おーもきゃ 1 おもーきゃ 14
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A13 堅･硬い かたきゃ 15 かったきゃ 3 かんたきゃ 0 かーたきゃ 0 かたーきゃ 12

A14 痒い かゆきゃ 12 かっゆきゃ 1 かんゆきゃ 0 かーゆきゃ 1 かゆーきゃ 10

A15 辛･鹹い からきゃ 15 かっらきゃ 2 かんらきゃ 0 かーらきゃ 2 からーきゃ 12

A16 軽い かるきゃ 15 かっるきゃ 1 かんるきゃ 0 かーるきゃ 2 かるーきゃ 13

A17 過酷い きつきゃ 15 きっつきゃ 3 きんつきゃ 0 きーつきゃ 0 きつーきゃ 14

A18 臭い くさきゃ 14 くっさきゃ 3 くんさきゃ 0 くーさきゃ 0 くさーきゃ 12

A19 黒い くろきゃ 15 くっろきゃ 1 くんろきゃ 0 くーろきゃ 2 くろーきゃ 14

A20 怖･強い こわきゃ 12 こっわきゃ 1 こんわきゃ 0 こーわきゃ 1 こわーきゃ 12

A21 寒い さむきゃ 13 さっむきゃ 0 さんむきゃ 1 さーむきゃ 1 さむーきゃ 11

A22 渋い しぶきゃ 15 しっぶきゃ 2 しんぶきゃ 0 しーぶきゃ 0 しぶーきゃ 12

A23 白い しろきゃ 15 しっろきゃ 0 しんろきゃ 0 しーろきゃ 2 しろーきゃ 14

A24 凄い すごきゃ 15 すっごきゃ 3 すんごきゃ 1 すーごきゃ 0 すごーきゃ 12

A25 狭い せまきゃ 15 せっまきゃ 0 せんまきゃ 1 せーまきゃ 1 せまーきゃ 14

A26 高い たかきゃ 15 たっかきゃ 2 たんかきゃ 0 たーかきゃ 0 たかーきゃ 15

A27 怠い だるきゃ 14 だっるきゃ 2 だんるきゃ 0 だーるきゃ 2 だるーきゃ 13

A28 近い ちかきゃ 15 ちっかきゃ 2 ちんかきゃ 0 ちーかきゃ 0 ちかーきゃ 14

A29 強い つよきゃ 15 つっよきゃ 1 つんよきゃ 0 つーよきゃ 1 つよーきゃ 12

A30 辛い つらきゃ 13 つっらきゃ 2 つんらきゃ 0 つーらきゃ 2 つらーきゃ 10

A31 長い ながきゃ 15 なっがきゃ 3 なんがきゃ 0 なーがきゃ 0 ながーきゃ 13

A32 苦い にがきゃ 15 にっがきゃ 3 にんがきゃ 0 にーがきゃ 0 にがーきゃ 13

A33 憎い にくきゃ 13 にっくきゃ 4 にんくきゃ 0 にーくきゃ 0 にくーきゃ 13

A34 温い ぬくきゃ 0 ぬっくきゃ 0 ぬんくきゃ 0 ぬーくきゃ 0 ぬくーきゃ 0

A35 温い ぬるきゃ 15 ぬっるきゃ 1 ぬんるきゃ 0 ぬーるきゃ 1 ぬるーきゃ 13

A36 眠い ねむきゃ 13 ねっむきゃ 0 ねんむきゃ 1 ねーむきゃ 1 ねむーきゃ 12

A37 早･速い はやきゃ 15 はっやきゃ 2 はんやきゃ 0 はーやきゃ 1 はやーきゃ 15

A38 低い ひくきゃ 14 ひっくきゃ 3 ひんくきゃ 0 ひーくきゃ 0 ひくーきゃ 13

A39 酷い ひどきゃ 14 ひっどきゃ 2 ひんどきゃ 1 ひーどきゃ 0 ひどーきゃ 11

A40 広い ひろきゃ 15 ひっろきゃ 3 ひんろきゃ 0 ひーろきゃ 2 ひろーきゃ 14

A41 太い ふときゃ 15 ふっときゃ 2 ふんときゃ 0 ふーときゃ 0 ふとーきゃ 13

A42 古い ふるきゃ 15 ふっるきゃ 1 ふんるきゃ 0 ふーるきゃ 2 ふるーきゃ 14

A43 欲しい ほしきゃ 15 ほっしきゃ 2 ほんしきゃ 0 ほーしきゃ 0 ほしーきゃ 3

A44 細い ほそきゃ 15 ほっそきゃ 2 ほんそきゃ 0 ほーそきゃ 0 ほそーきゃ 13

A45 古･儲い ぼろきゃ 5 ぼっろきゃ 2 ぼんろきゃ 0 ぼーろきゃ 1 ぼろーきゃ 4

A46 不味い まずきゃ 12 まっずきゃ 2 まんずきゃ 0 まーずきゃ 0 まずーきゃ 12

A47 丸い まるきゃ 14 まっるきゃ 2 まんるきゃ 0 まーるきゃ 5 まるーきゃ 14

A48 安い やすきゃ 15 やっすきゃ 2 やんすきゃ 0 やーすきゃ 0 やすーきゃ 14

A49 緩い ゆるきゃ 15 ゆっるきゃ 2 ゆんるきゃ 0 ゆーるきゃ 2 ゆるーきゃ 12

A50 弱い よわきゃ 15 よっわきゃ 2 よんわきゃ 1 よーわきゃ 1 よわーきゃ 14

A51 若い わかきゃ 15 わっかきゃ 2 わんかきゃ 0 わーかきゃ 0 わかーきゃ 15

A52 悪い わるきゃ 15 わっるきゃ 2 わんるきゃ 0 わーるきゃ 2 わるーきゃ 12

 

 高山（2018）では次のように論じた。京都において南北朝期に語頭隆起が起こり，遅上

がり低起式が高起式に合流した際に，強調形として，遅上がりイントネーションが音韻生

存する。3 拍形容詞では語幹の長さが足りないので挿入拍が補われる。挿入拍の挿入位置は

任意で，いずれの位置でも機能する。八丈方言では語幹末の挿入が一般的と見られ，東京

方言と同様である。高知市方言では拍数にかかわらずシク活用に挿入形が認められなかっ

たが，八丈方言の 3 拍語にも同様の傾向が見られる。これは連体形「惜しき，欲しき」は 3

拍だが終止形「惜し，欲し」は 2 拍だったことと関係があるかもしれないと議論している。
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というのは，高知市方言では 2 拍形容詞に挿入形は認められず，「よー[ー]ー（良く）」は例

外だが，院政期は「[[良]く」だったので 3 拍相当と見てよいからである。 

 以上のことから，八丈方言はかつて南北朝期音変化を経験した，つまり院政期相当のア

クセント体系を古くは有していたということが初めて間接的に示唆されたと考える。 

4. 間投音 
間投音は A「舌打ち」（吸着音 1 回により怒り・不平不満を表す），B「ねず鳴き」（吸着

音複数回により鳥獣を餌やりなどの為に呼ぶ），C「膨れっ面」（頬を膨らませる無音間投音

で怒り・不平不満を表す），D「唇ブルブル」（長い両唇ふるえ音で 2 歳前後までの言葉が分

からない幼児をあやしコミュニケーションをとる）の存在を確認した（表 4）。筆者がこれ

まで調査した日本列島の他の地域では D はブーだったので，現時点で八丈島だけプーであ

るというのは興味深い。鶏への呼びかけは東京都東村山市で「ﾄｯﾄｯﾄｯﾄｯ…」，高知県土佐市

と鹿児島県甑島で「ﾄｲﾄｲﾄｲﾄｲ…」，鹿児島県沖永良部島で「ﾄｩｲﾄｩｲﾄｩｲﾄｩｲ…」であり，八丈

島が「ﾄｰﾄｰﾄｰﾄｰ…」であるというのは興味深い。これらのような違いはあるが，八丈方言

の間投音は基本的には他の日本語諸方言の間投音と類似していると言える。 

 

表 4．話者 20 名の間投音の許容度数 

番 A B C D 備考 
01 1 1 1 0 B は猫，C は子供の時 
02 0 0 0 0  
03 1 1 0 1 B は猫・牛・山羊，D はプー（無声で開始し有声に移行可）
04 1 1 0 0 B は猫 
05 0 0 1 0 C は子供の時 
06 1 1 1 1 B は犬・猫・動物全般，C は子供の時，D はプー 
07 1 1 0 1 B は猫・犬，D はプー 
08 1 1 1 1 B は鶏，C は子供の時，D はプー 
09 1 1 1 1 B は鶏・猫，C は子供の時，D はプー 
10 1 0 0 1 D はプー 
11 1 0 0 1 B は言葉で鶏に「ﾄｰﾄｰﾄｰﾄｰ…」，D はブー 
12 0 0 0 1 B は言葉で雀に「ﾁｭｯﾁｭｯﾁｭｯﾁｭｯ…」，D はプー 
13 0 1 0 0 B は鶏・ひよこに餌やりや鳥小屋に入れる際に 
14 0 1 1 1 B は鶏，C は子供の時，D はプー 
15 1 0 0 1 B は言葉で鶏に「ﾄｰﾄｰﾄｰﾄｰ…」，D はプー 
16 1 0 1 1 B は言葉で鶏に「ﾄｰﾄｰﾄｰﾄｰ…」，C は子供の時，D はブー 
17 0 1 1 1 B は言葉で鶏に「ﾄｰﾄｰﾄｰﾄｰ…」も，C は子供の時，D はプー 
18 0 0 0 1 B は言葉で鶏に「ﾄｰﾄｰﾄｰﾄｰ…」，D はブー 
19 1 0 1 1 B は言葉で鶏に「ﾄｰﾄｰﾄｰﾄｰ…」，C は大人も，D はプー 
20 0 0 1 1 B は言葉で鶏に「ﾄｰﾄｰﾄｰﾄｰ…」，C は子供の時，D はプー 
計 12 10 10 15 D はプー12 名，ブー3 名 
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